
 

 

 

平成 28 年度 

主催： 

（公財）新潟市国際交流協会 

 

 

 

□会 場□ クロスパルにいがた 5 階 交流ホール 

（新潟市中央区礎町通 3 ノ町 2086） 

■対 象■ 日本語学習支援に携わっている方等 

□定 員□ ５０名（先着順） 

■参加費■ 1,000 円（2 回分） 

□申込み□ お電話またはメールでお申込みください。その際、氏名・電話番号・お住まいの区を 

お知らせください。 

（公財）新潟市国際交流協会（新潟市中央区礎町通 3 ノ町 2086 番地） 

℡：025-225-2727 Email:r.saito@nief.or.jp 
 

＊ジャンプ編は平成 29 年 3 月頃開催予定です。 

 
 

 
 

日 時：平成 28 年 9 月 3 日（土）13:30～15:30 

講 師：武
たけ

 一美
か ず み

先生 （早稲田大学日本語教育研究センター 非常勤講師） 
 

地域の日本語教室に集まる人は、背景も言語面も多様性に満ちています。学習

目的や関心の異なり・四技能の偏り・日本語のレベル差・漢字圏と非漢字圏の

違いなどは、言語学習をどのように組み立てようかと考える時、大変悩ましい

ことです。具体的な事例をもとに、問題の発見と解決に向けた話し合いを行い

ます。そして、実際の授業活動とクラス運営について考えます。 
 

 

日 時：平成 28 年 9 月 10 日（土）13:30～15:30 

講 師：嶽
たけ

肩
がた

 志
ゆき

江
え

先生（横浜国立大学教育人間科学部、神奈川県立国際言語

文化アカデミア講座研究科 非常勤講師） 
 

地域の日本語教室に集まる人々の多様さは、教える人達の悩みのタネにもなり

ますが、一方で、多様な経験や能力を生かしお互いに学び合うチャンスにもな

ります。地域日本語教室で使えそうな教材をご紹介しながら、ホップ編で取り

上げたさまざまな違いや差を克服していくための教材活用法について、ご一緒

に考えていきたいと思います。また、四技能のうち「読む」「書く」をどう扱

っていくかについても考えます。 

 

 

 

ステップ編 ～教材について考えましょう!～ 

 

ホップ編 ～いっしょに問題を解決しましょう！～ 
 

 

画像またはグラフィックを説明したキャプション 

 

 

地域日本語教室の指導者の皆さんが、日頃身近に感じている

課題を取り上げ、解決の糸口を探ります。 

 

武一美先生 

嶽肩志江先生 


